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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月6日(2018.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脂肪族エポキシド－ＣＯ２ベースのポリカーボネートポリオール組成物であって、前記
ポリカーボネートポリオール組成物は、ｉ）前記ポリカーボネートポリオール末端で熱的
に分解して環状カーボネートを形成せず、そしてｉｉ）－ＯＨ末端基の官能性を有する、
組成物。
【請求項２】
　前記ポリカーボネートポリオールは、環状酸無水物で変性され、そしてエポキシドでキ
ャップされた末端を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ポリカーボネートポリオールは、環状酸無水物で変性され、そしてエポキシドでキ
ャップされた末端を有するポリ（プロピレンカーボネート）ポリマーである、請求項１に
記載の組成物。
【請求項４】
　Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４、Ｐ５、Ｐ６、Ｐ６、およびＰ７：
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【化２２３】
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【化２２４】

からなる群から選択される式のポリマー鎖を含む、脂肪族エポキシド－ＣＯ２ベースのポ
リカーボネートポリオール組成物であって、式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、発生各発生において、－Ｈ、フッ素、任意選択で置換
されているＣ１～４０脂肪族基、任意選択で置換されているＣ１～２０ヘテロ脂肪族基、
及び任意選択で置換されているアリール基からなる群から独立して選択され、Ｒ１、Ｒ２

、Ｒ３、及びＲ４のいずれか２つ以上が、任意選択により介在する原子と一緒になって、
１つまたは複数のヘテロ原子を任意選択で含有する１つまたは複数の任意選択で置換され
ている環を形成することができ、
　部位－Ｙは、式
【化２２５】

を有し、
　Ｒ１’、Ｒ２’、Ｒ３’及びＲ４’は、発生各発生において、－Ｈ、フッ素、任意選択
で置換されているＣ１～４０脂肪族基、任意選択で置換されているＣ１～２０ヘテロ脂肪
族基、及び任意選択で置換されているアリール基からなる群から独立して選択され、Ｒ１



(4) JP 2017-509772 A5 2018.8.16

’、Ｒ２’、Ｒ３’及びＲ４’のいずれか２つ以上が、任意選択で介在する原子と一緒に
なって、１つまたは複数のヘテロ原子を任意選択で含有する１つまたは複数の任意選択で
置換されている環を形成することができ、
　各ｎは、前記組成物において平均約２～約２００の範囲内であり、
　Ｑは、環状酸無水物に由来する任意の二価の部位であり、
【化２１７】

は、多価の部位であり；
　ｙ’は、１～５である（含む）、前記ポリマー組成物。
【請求項５】
【化２２６】

は、炭素、窒素、リン、硫黄、及びホウ素からなる群から選択される１個または複数個の
原子を含む、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
【化２２７】

は、１個または複数個の炭素原子を含む、請求項４に記載の組成物。
【請求項７】

【化２２８】

は、
【化２２９】

である、請求項４に記載の組成物。
【請求項８】
【化２３０】

は、多官能性連鎖移動剤に由来する、請求項４に記載の組成物。
【請求項９】
　部位

【化２３１】

は、それぞれ発生する際、
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【化２３２】

からなる群から独立して選択される脂肪族ポリカーボネート鎖にあり、式中、各Ｒｘは、
任意選択で置換されている脂肪族、任意選択で置換されているヘテロ脂肪族、任意選択で
置換されているアリール、及び任意選択で置換されているヘテロアリールからなる群から
独立して選択される、請求項４に記載の組成物。
【請求項１０】
　部位

【化２３３】

は、前記脂肪族ポリカーボネート鎖においてそれぞれ発生する際、
【化２３４】

からなる群から独立して選択され、式中、各Ｒｘは、任意選択で置換されている脂肪族、
任意選択で置換されているヘテロ脂肪族、任意選択で置換されているアリール、及び任意
選択で置換されているヘテロアリールからなる群から独立して選択される、請求項４に記
載の組成物。
【請求項１１】
　部位

【化２３５】

は、前記脂肪族ポリカーボネート鎖においてそれぞれ発生する際、
【化２３６】

である、請求項４に記載の組成物。
【請求項１２】
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Ｑは：
【化２３７】

からなる群から選択される任意選択で置換されている二価の部位であり、式中、
　Ｒａ及びＲｂは、それぞれ、－Ｈ、ハロゲン、任意選択で置換されているＣ１～８脂肪
族、及び任意選択で置換されているＣ１～８ヘテロ脂肪族からなる群から独立して選択さ
れ、２つ以上のＲａ及び／またはＲｂ基（同じまたは異なる炭素原子のいずれにあっても
）が、介在する原子と一緒になって、１つまたは複数のヘテロ原子を任意選択で含有する
、１つまたは複数の任意選択で置換されている、任意選択で不飽和の環を形成してよく、
同じ炭素原子にあるまたは隣接する炭素原子にある２つのＲａ及びＲｂ基が、任意選択で
一緒になって、アルケン、または、同じ炭素原子にある場合には、カルボニル基（例えば
、オキソ）を形成してよく、
　ｑは、１～１０の整数であり、
　Ｒｄは、それぞれ発生する際、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＮＯ

２、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－
Ｎ３、－ＳｉＲ３、またはＣ１～２０脂肪族、窒素、酸素、及び硫黄からなる群から独立
して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２０ヘテロ脂肪族、６～１０員アリ
ール、窒素、酸素、もしくは硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する
５～１０員ヘテロアリール、ならびに窒素、酸素、及び硫黄からなる群から独立して選択
される１～２個のヘテロ原子を有する４～７員複素環式からなる群から選択される任意選
択で置換されている基からなる群から独立して選択され、２つ以上のＲｄ基が、結合して
いる炭素原子及び任意の介在する原子と一緒になって、１つまたは複数のヘテロ原子を任
意選択で含有する１つまたは複数の任意選択で置換されている環を形成してよい、
　請求項４に記載の組成物。
【請求項１３】
Ｑは：
【化２３８】

からなる群から選択される任意選択で置換されている二価の部位であり、式中、
　Ｒｄは、任意選択で存在するが、存在する場合は、それぞれ発生する際、ハロゲン、－
ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、
－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－ＳｉＲ３、またはＣ１～２０脂肪族、
窒素、酸素、及び硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する
Ｃ１～２０ヘテロ脂肪族、６～１０員アリール、窒素、酸素、もしくは硫黄から独立して
選択される１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリール、ならびに窒素、酸
素、及び硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する４～７員
複素環式からなる群から選択される任意選択で置換されている基からなる群から独立して
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選択され、２つ以上のＲｄ基が、結合している炭素原子及び任意の介在する原子と一緒に
なって、１つまたは複数のヘテロ原子を任意選択で含有する１つまたは複数の任意選択で
置換されている環を形成してよい、
　請求項４に記載の組成物。
【請求項１４】
　Ｑは
【化２３９】

である、請求項４に記載の組成物。
【請求項１５】
　Ｑは
【化２４０】

である、請求項４に記載の組成物。
【請求項１６】
　部位
【化２４１】

は、前記脂肪族ポリカーボネート鎖においてそれぞれ発生する際、
【化２４２】

である、請求項４に記載の組成物。
【請求項１７】
　部位
【化２４３】

は、前記脂肪族ポリカーボネート鎖においてそれぞれ発生する際、
【化２４４】

である、請求項４に記載の組成物。
【請求項１８】
　Ｑ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４、Ｑ５、Ｑ６、Ｑ７、Ｑ８、
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【化２４５】

及びこれらのいずれか２種以上の混合物からなる群から選択される脂肪族ポリカーボネー
トポリオールを含み、式中、各ｎは、前記組成物において平均約２～約２００の範囲内で
あり、ｔは０～１０である、請求項１、２、または３に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記組成物は、
　約５００ｇ／ｍｏｌ～約３，０００ｇ／ｍｏｌの平均分子量数（例えば、各ｎは、約３
～約１５である）、約１．２５未満の多分散指数、少なくとも９５％のカーボネート連結
部、及び少なくとも９８％の－ＯＨ末端基を有する式Ｑ１～Ｑ８のいずれかのポリ（プロ
ピレンカーボネート）；
　約５００ｇ／ｍｏｌの平均分子量数（例えば、ｎは、平均約３．５～約４．５である）
、約１．２５未満の多分散指数、少なくとも９５％のカーボネート連結部、及び少なくと
も９８％の－ＯＨ末端基を有する式Ｑ１～Ｑ８のいずれかのポリ（プロピレンカーボネー
ト）；
　約１，０００ｇ／ｍｏｌの平均分子量数（例えば、ｎは、平均約３．５～約４．５であ
る）、約１．２５未満の多分散指数、少なくとも９５％のカーボネート連結部、及び少な
くとも９８％の－ＯＨ末端基を有する式Ｑ１～Ｑ８のいずれかのポリ（プロピレンカーボ
ネート）；
　約２，０００ｇ／ｍｏｌの平均分子量数（例えば、ｎは、平均約８～約９．５である）
、約１．２５未満の多分散指数、少なくとも９５％のカーボネート連結部、及び少なくと
も９８％の－ＯＨ末端基を有する式Ｑ１～Ｑ８のいずれかのポリ（プロピレンカーボネー
ト）；または
　約３，０００ｇ／ｍｏｌの平均分子量数（例えば、ｎは、平均約１３～約１５である）
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、約１．２５未満の多分散指数、少なくとも９５％のカーボネート連結部、及び少なくと
も９８％の－ＯＨ末端基を有する式Ｑ１～Ｑ８のいずれかのポリ（プロピレンカーボネー
ト）
を含む、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　Ｑ９、Ｑ１０、Ｑ１１、Ｑ１２、Ｑ１３、Ｑ１４、
【化２４６】

及びこれらのいずれか２種以上の混合物からなる群から選択される脂肪族ポリカーボネー
トポリオールを含み、式中、各ｎは、前記組成物において平均約２～約２００の範囲内で
あり、ｔは０～１０である、請求項１、２、または３に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記組成物は、
　約５００ｇ／ｍｏｌ～約３，０００ｇ／ｍｏｌの平均分子量数（例えば、各ｎは、約４
～約１６である）、約１．２５未満の多分散指数、少なくとも９５％のカーボネート連結
部、及び少なくとも９８％の－ＯＨ末端基を有する式Ｑ９～Ｑ１４のいずれかのポリ（エ
チレンカーボネート）；
　約５００ｇ／ｍｏｌの平均分子量数（例えば、ｎは、平均約４～約５である）、約１．
２５未満の多分散指数、少なくとも８５％のカーボネート連結部、及び少なくとも９８％
の－ＯＨ末端基を有する式Ｑ９～Ｑ１４のいずれかのポリ（エチレンカーボネート）；
　約１，０００ｇ／ｍｏｌの平均分子量数（例えば、ｎは、平均約４～約５である）、約
１．２５未満の多分散指数、少なくとも８５％のカーボネート連結部、及び少なくとも９
８％の－ＯＨ末端基を有する式Ｑ９～Ｑ１４のいずれかのポリ（エチレンカーボネート）
；
　約２，０００ｇ／ｍｏｌの平均分子量数（例えば、ｎは、平均約１０～約１１である）
、約１．２５未満の多分散指数、少なくとも８５％のカーボネート連結部、及び少なくと
も９８％の－ＯＨ末端基を有する式Ｑ９～Ｑ１４のいずれかのポリ（エチレンカーボネー
ト）；または
　約３，０００ｇ／ｍｏｌの平均分子量数（例えば、ｎは、平均約１５～約１７である）
、約１．２５未満の多分散指数、少なくとも８５％のカーボネート連結部、及び少なくと
も９８％の－ＯＨ末端基を有する式Ｑ９～Ｑ１４のいずれかのポリ（エチレンカーボネー
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ト）
を含む、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　式：
【化２４７】

によって表される脂肪族ポリカーボネートポリオールを含む、請求項３に記載の組成物。
【請求項２３】
　ｉ）式Ｐ１－ＯＨ
【化２４８】

のポリカーボネートポリオールを、式

【化２４９】

を有する環状無水物と反応させて、式Ｐ１－ＣＯ２Ｈ
【化２５０】

のポリカーボネートポリオールをもたらすステップと、
　ｉｉ）このポリオールを、式
【化２５１】

のエポキシドとさらに反応させるステップと、
を含む方法であって、
　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、発生各発生において、－Ｈ、フッ素、任意選択
で置換されているＣ１～４０脂肪族基、任意選択で置換されているＣ１～２０ヘテロ脂肪
族基、及び任意選択で置換されているアリール基からなる群から独立して選択され、Ｒ１

、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４のいずれか２つ以上が、介在する原子と任意選択で一緒になって
、１つまたは複数のヘテロ原子を任意選択で含有する１つまたは複数の任意選択で置換さ
れている環を形成することができ、
　Ｒ１’、Ｒ２’、Ｒ３’及びＲ４’は、発生各発生において、－Ｈ、フッ素、任意選択
で置換されているＣ１～４０脂肪族基、任意選択で置換されているＣ１～２０ヘテロ脂肪
族基、及び任意選択で置換されているアリール基からなる群から独立して選択され、Ｒ１

’、Ｒ２’、Ｒ３’及びＲ４’のいずれか２つ以上が、介在する原子と任意選択で一緒に
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なって、１つまたは複数のヘテロ原子を任意選択で含有する１つまたは複数の任意選択で
置換されている環を形成することができ、
　ｎは、前記組成物において平均で約２～約２００の範囲内であり、
　Ｑは、任意選択で置換されている二価の部位であり、
　ｘ及びｙはそれぞれ独立して、０～６の整数であり、ｘとｙとの合計が２～６である、
前記方法。
【請求項２４】
　部位
【化２５２】

は、前記脂肪族ポリカーボネート鎖においてそれぞれ発生する際、

【化２５３】

からなる群から独立して選択され、式中、各Ｒｘは、任意選択で置換されている脂肪族、
任意選択で置換されているヘテロ脂肪族、任意選択で置換されているアリール、及び任意
選択で置換されているヘテロアリールからなる群から独立して選択される、請求項２３に
記載の方法。
【請求項２５】
　部位

【化２５４】

は、前記脂肪族ポリカーボネート鎖においてそれぞれ発生する際、
【化２５５】

からなる群から独立して選択され、式中、各Ｒｘは、任意選択で置換されている脂肪族、
任意選択で置換されているヘテロ脂肪族、任意選択で置換されているアリール、及び任意
選択で置換されているヘテロアリールからなる群から独立して選択される、請求項２３に
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記載の方法。
【請求項２６】
　部位
【化２５６】

は、前記脂肪族ポリカーボネート鎖においてそれぞれ発生する際、
【化２５７】

である、請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
Ｑは：

【化２５８】

からなる群から選択される任意選択で置換されている二価の部位であり、式中、
　Ｒａ及びＲｂは、それぞれ、－Ｈ、ハロゲン、任意選択で置換されているＣ１～８脂肪
族、及び任意選択で置換されているＣ１～８ヘテロ脂肪族からなる群から独立して選択さ
れ、２つ以上のＲａ及び／またはＲｂ基（同じまたは異なる炭素原子のいずれにあっても
）が、介在する原子と一緒になって、１つまたは複数のヘテロ原子を任意選択で含有する
、１つまたは複数の任意選択で置換されている、任意選択で不飽和の環を形成してよく、
同じ炭素原子にあるまたは隣接する炭素原子にある２つのＲａ及びＲｂ基が、任意選択で
一緒になって、アルケン、または、同じ炭素原子にある場合には、カルボニル基（例えば
、オキソ）を形成してよく、
　ｑは、１～１０の整数であり、
　Ｒｄは、それぞれ発生する際、ハロゲン、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＮＯ

２、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－
Ｎ３、－ＳｉＲ３、またはＣ１～２０脂肪族、窒素、酸素、及び硫黄からなる群から独立
して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２０ヘテロ脂肪族、６～１０員アリ
ール、窒素、酸素、もしくは硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する
５～１０員ヘテロアリール、ならびに窒素、酸素、及び硫黄からなる群から独立して選択
される１～２個のヘテロ原子を有する４～７員複素環式からなる群から選択される任意選
択で置換されている基からなる群から独立して選択され、２つ以上のＲｄ基が、結合して
いる炭素原子及び任意の介在する原子と一緒になって、１つまたは複数のヘテロ原子を任
意選択で含有する１つまたは複数の任意選択で置換されている環を形成してよい、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項２８】
Ｑは：
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【化２５９】

からなる群から選択される任意選択で置換されている二価の部位であり、式中、
　Ｒｄは、任意選択で存在するが、存在する場合は、それぞれ発生する際、ハロゲン、－
ＯＲ、－ＮＲ２、－ＳＲ、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＳＯ２Ｒ、－ＳＯＲ、－ＳＯ２ＮＲ２、
－ＣＮＯ、－ＮＲＳＯ２Ｒ、－ＮＣＯ、－Ｎ３、－ＳｉＲ３、またはＣ１～２０脂肪族、
窒素、酸素、及び硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する
Ｃ１～２０ヘテロ脂肪族、６～１０員アリール、窒素、酸素、もしくは硫黄から独立して
選択される１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリール、ならびに窒素、酸
素、及び硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する４～７員
複素環式からなる群から選択される任意選択で置換されている基からなる群から独立して
選択され、２つ以上のＲｄ基が、結合している炭素原子及び任意の介在する原子と一緒に
なって、１つまたは複数のヘテロ原子を任意選択で含有する１つまたは複数の任意選択で
置換されている環を形成してよい、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項２９】
　Ｑは：
【化２６０】

である、請求項２３に記載の方法。
【請求項３０】
　Ｑは：
【化２６１】

である、請求項２３に記載の方法。
【請求項３１】
　部位

【化２６２】

は、前記脂肪族ポリカーボネート鎖内にそれぞれ発生する際、
【化２６３】

である、請求項２３に記載の方法。
【請求項３２】
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　部位
【化２６４】

は、前記脂肪族ポリカーボネート鎖内にそれぞれ発生する際、

【化２６５】

である、請求項２３に記載の方法。
【請求項３３】
　ステップｉ）において、１種または複数種の触媒の使用をさらに含む、請求項２３に記
載の方法。
【請求項３４】
　ステップｉｉ）において、１種または複数種の触媒の使用をさらに含む、請求項２３ま
たは３３に記載の方法。
【請求項３５】
　少なくとも１種の触媒が、（サルシ（ｓａｌｃｙ））ＭＸ（サルシ＝Ｎ，Ｎ’－ビス（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルサリチリデン）－１，２ジアミノシクロヘキサン；Ｍ＝Ａ
ｌ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｍｎ；Ｘ＝ハライドまたはカルボキシレート）、グルタル酸亜鉛、ＴＰ
ＰＭ－Ｘ（ＴＰＰ＝テトラフェニルポルフィリン；Ｍ＝Ａｌ、Ｃｏ、Ｃｒ；Ｘ＝ハライド
またはアルコキシド）、酢酸（β－ジイミネート）亜鉛からなる群から選択される、請求
項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　少なくとも１種の触媒が、コバルト（ＩＩＩ）サルシ（サルシ＝Ｎ，Ｎ’－ビス（３，
５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルサリチリデン）である、請求項３４に記載の方法。
【請求項３７】
　前記エポキシドは、エチレンオキシドである、請求項２に記載の組成物。
【請求項３８】
　前記環状無水物は、コハク酸無水物、マレイン酸無水物、またはグルタル酸無水物から
選択される、請求項２または３７に記載の組成物。
【請求項３９】
　前記環状無水物は、コハク酸無水物である、請求項３８に記載の組成物。
【請求項４０】
　請求項１に記載のポリマー組成物を含む組成物であって、請求項１に記載のポリマー組
成物と架橋剤との反応から形成される、前記組成物。
【請求項４１】
　前記架橋剤は、前記ポリウレタン接着剤の生成に好適なイソシアネート試薬である、請
求項４０に記載の組成物。
【請求項４２】
　前記イソシアネート試薬は、脂肪族、シクロ脂肪族、及び芳香族ジイソシアネートから
なる群から選択される、請求項４１に記載の組成物。
【請求項４３】
　前記組成物は、ポリウレタンである、請求項４０に記載の組成物。
【請求項４４】
　前記組成物は、１２０℃への加熱の後、４日後に、３重量％未満の環状カーボネートを
含む、請求項１、２、または３に記載の組成物。
【請求項４５】
　前記組成物は、１２０℃への加熱の後、４日後に、１重量％未満の環状カーボネートを
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含む、請求項４３に記載の組成物。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２１】
　少なくとも１つの架橋性官能基を有する化合物は、所望の場合、本発明のプレポリマー
中に組み込まれていてもよい。かかる化合物の例として、カルボニル、アミン、エポキシ
、アセトアセトキシ、尿素－ホルムアルデヒド、酸化を介して架橋する自動酸化性基、任
意選択でＵＶ活性化を有するエチレン不飽和基、オレフィン及びヒドラジド基、ブロック
化イソシアネートなど、ならびにかかる基と保護形態の同じ基（そのため、架橋は、組成
物が適用されて（例えば、基材に適用されて）粒子の合体が生じるまで遅延され得る）（
これらは、（所望の時間で架橋が行われるように）由来元である元の基に戻すことができ
る）との混合物を有するものが挙げられる。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　式Ｐ１：
【化２１６】

　のポリマー鎖を含むポリマー組成物であって、式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、
発生各発生において、－Ｈ、フッ素、任意選択で置換されているＣ１～４０脂肪族基、任
意選択で置換されているＣ１～２０ヘテロ脂肪族基、及び任意選択で置換されているアリ
ール基からなる群から独立して選択され、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４のいずれか２つ以
上が、任意選択により介在する原子と一緒になって、１つまたは複数のヘテロ原子を任意
選択で含有する１つまたは複数の任意選択で置換されている環を形成することができ、
　Ｒ１’、Ｒ２’、Ｒ３’及びＲ４’は、発生各発生において、－Ｈ、フッ素、任意選択
で置換されているＣ１～４０脂肪族基、任意選択で置換されているＣ１～２０ヘテロ脂肪
族基、及び任意選択で置換されているアリール基からなる群から独立して選択され、Ｒ１

’、Ｒ２’、Ｒ３’及びＲ４’のいずれか２つ以上が、任意選択で介在する原子と一緒に
なって、１つまたは複数のヘテロ原子を任意選択で含有する１つまたは複数の任意選択で
置換されている環を形成することができ、
　各ｎは、前記組成物において平均約２～約２００の範囲内であり、
　Ｑは、環状酸無水物に由来する任意の二価の部位であり、
【化２１７】

は、多価の部位であり；
　ｘ及びｙはそれぞれ独立して、０～６の整数であり、ｘとｙとの合計が２～６である、
前記ポリマー組成物。
（項目２）
　ｉ）式
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【化２１８】

の末端基を含むポリカーボネートポリオールと、式

【化２１９】

を有する環状酸無水物とを反応させて、式
【化２２０】

を有する鎖末端を含むポリカーボネートポリオールを付与するステップと、
ｉｉ）前記ポリオールを、式
【化２２１】

のエポキシドによってさらに処理して、式Ｅ１
【化２２２】

を有する末端基を含むポリマー組成物を生じさせるステップと、を含む方法であって、
　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４は、発生各発生において、－Ｈ、フッ素、任意選択
で置換されているＣ１～４０脂肪族基、任意選択で置換されているＣ１～２０ヘテロ脂肪
族基、及び任意選択で置換されているアリール基からなる群から独立して選択され、Ｒ１

、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４のいずれか２つ以上が、介在する原子と任意選択で一緒になって
、１つまたは複数のヘテロ原子を任意選択で含有する１つまたは複数の任意選択で置換さ
れている環を形成することができ、
　Ｒ１’、Ｒ２’、Ｒ３’及びＲ４’は、発生各発生において、－Ｈ、フッ素、任意選択
で置換されているＣ１～４０脂肪族基、任意選択で置換されているＣ１～２０ヘテロ脂肪
族基、及び任意選択で置換されているアリール基からなる群から独立して選択され、Ｒ１

’、Ｒ２’、Ｒ３’及びＲ４’のいずれか２つ以上が、介在する原子と任意選択で一緒に
なって、１つまたは複数のヘテロ原子を任意選択で含有する１つまたは複数の任意選択で
置換されている環を形成することができ、
　ｎは、前記組成物において平均で約２～約２００の範囲内であり、
　Ｑは、任意選択で置換されている二価の部位である、前記方法。
（項目３）
　ステップ（ｉ）において、１種または複数種の触媒の使用をさらに含む、項目２に記載
の方法。
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（項目４）
　ステップ（ｉｉ）において、１種または複数種の触媒の使用をさらに含む、項目２また
は３に記載の方法。
（項目５）
　項目１に記載のポリマー組成物を含む組成物であって、項目１に記載のポリマー組成物
と架橋剤との反応から形成される、前記組成物。
（項目６）
　ポリウレタンである、項目５に記載の組成物。
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